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麦類赤徹病菌の子轟胞手飛散と第一次情染
西門義一・井上成信・井上忠男
I.緒 盲
主主類赤徴病蘭疋就いてけ.多くの研究が行われているが，その第一失費生の根源を明らか陀す
る事も本病防除乃確立上重要f;tる事項のーである.とれまで第一弐伝染源どして被害粒越年菌
締による発病，立をびI'Cその越年方法ピ就いてtま著者のー久西門，1--，1)が報告L7't.叉その基礎的
研究とLτ廿子嚢般の形成生理に就いで本著者〔西門(--.e))， Atanasoff、10)，Bennett (11，-IJ). 
D~cksοn 及ひ・ Johann(l均等により報告されたが，子襲胞子飛散快況に就いで世まだその報告を
見ない.
岡山県草南部地帯に於ては秋に牧f賞した稲藁をと野外に堆積している処が多く， とれに就いて観
察すると表面及び表面近ぐけ.湿潤で桃色を帯びた赤徴病菌の菌叢 {C)lo"y)が存在L，豊富な
子嚢殻の形成が観察される.‘との子嚢殻に形成された多数の子嚢胞子が出摺開花組の麦穂に飛
来する.とれが赤徽病の第一吹奏生を由来する最も大ぎた源である事は推察医基盤そない.との
子嚢胞子の飛散快況を把握す・る事辻本病防除に当って稲麦藁の処理を行う上に叉麦穂に対す
る薬剤j撤;布乞施行する時期を知る上に~，要な事であるí1とが得晶子採集合を設けで赤徹病菌の
子嚢胞子の採集をfすい，叉同菌分生胞子(フザ Pウム型)をも合せて調査し胞子飛散扶況の一
端を知るとととした.叉子裏胞子飛散による本病の発生献況についても実験を行うたのでとと
にその結果を報告する.
• 
1.実験方法
1.胞子採集
野外rc.堆積せる稲葉には子嚢殻を豊富に形成しているので之から飛散する子嚢胞子を採集す
る目的でその附近に次の如ぎ採集合を設けた. 卸ち土佐積せる柘藁を 3~所〈仮名を A， B， C 
とす'.:，)選び， A台は稲葉v;，存在場所より 3m，B C台政10m隔てて(とれは中聞に川が存在
する)北側及び北東側に採集合を置いた採集台は地上3尺の高さに縦横35x50こmの水平合
を設け， ζれよりー尺の高さに降雨の直接触れるのを防ぐため屋根を設げた.とσ7採集合には
グりセりコィ ・ ゼラチン塗布乃スライド~ラスを水平I;Ç置 i!毎朝一定時聞に取替えて一昼夜暴露
し，飛散する胞子自己附着せしめて(栗林氏法(17)による〉胞子飛散数を小麦出穂前の4月19日よ
り核鏡調査した.
2.子嚢胞子飛散による小麦赤櫨病の発生
小麦品種農林4-1予を(1区)1月21日， (2区)12月1日， (3区)12月10日に各k搭種を行
い管建栽培管理したその3区圃場の各身中央陀前述せる子嚢稜の形或豊富な稲葉を 1東(直
径2Ocm)宛竹に縛り附け地上3-4尺の高さに5月8日設置Lた. とれ等の子寮胞子を自然
妖態で飛散せし品，とれを赤補佐病の伝染源とじて小麦に感染せしめ椴病度を調査L:た調査方
法としては小麦穂の成熟期に伝染源の位置を中心に東西南北の方滴]を選び1rn， 3 rn， 5 rn，隔
たった処の小麦穂の各30穂宛に就いて，小型ピンセットを以てiI、支粒を取出し赤徴病の感染の
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有無を検査し，健全小櫨と櫨病小穂とに分けて擢病小穂数を現在小雄教に比較して様病度を算
出した.
11.実験結果
1.麦類赤徹病の子嚢胞子及び分生胞子の飛散扶況
とれに放いては赤徹病の第一弐伝染に大ぎな影響力ある時期， fWち小麦櫨乃開花から成熟期
までを中心1'C4月19日から 5月31日までの胞子採集(その後も採集を続行している〉であって
その結果を示すと第 1表及び第 1 図表乃如くである.とれ等の結果を観察すると子聾胞子σ~飛
散は4月25日頃から始まって治り，その飛散は降雨のあった時，或r.t:降雨後の曇天の場合に特
、にその飛散数が多かった.
第 1表 麦類赤徴病菌の子彊胞子並に分生胞子飛散と気象
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備考紙ilt観測は午前10時の開査である・胞子保枚欄の(-)の記号は故僚の俗調査不能となったもの.
第 1図 表類赤徹病菌Jコ子嚢胞子並に分生胞子飛散数と降雨との関係
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本菌の分生胞子〈プザ自ウム型胞子)tc於てもその飛散が子嚢胞子のそれと同時期，即ち4
月25日頃から観察され子麗胞子飛散献況と殆ど同様な傾向が見られた
2.子嚢胞子飛散による赤徹病の努生
とれにつぎて実験を行った結果け.第2衰の如くである，此の実験結果では小去の播種期別に
見て播種期の早かった実験区が還播した場合よ bも赤徹病の溌生が高かった接憧源よりの匝
.-3- ~123) 
離及び方向fC就ρセほ:何t'L1J区吃於ても接萱源rr:近い小吏憶が感染が高く，叉接空源、fコ北側及
び東側が他吃比較Lで発生が筒かつだ.とれけ.実強岡場附近でt:t.南風並びに西風が比較的之多
かった需に接撞源である子嚢設中の子嚢胞子が自然扶態で飛散して本病の発生をせしめたので
ある.とれは子嚢胞子が赤徹病の第→次発生の主因たるととを如実に示し稲藁に形成された子
嚢殻が重要な意義を持つものである.
第 2表 子嚢胞子飛散による小麦ゎ赤徹病の感染
接種原より 1m ~m 5m 
採種期融方向 t自慢拠点炉開 1 実rm病;酬，1 ~.;糊.病 1 醐
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十 J;ft"633z120 ・22.'‘附 加‘ 172J747 伺 8言
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平均 8.7 7.0 5.3 
3.岡山脇南部地帯に於t1る昭和27年度の小麦品種の出穂開花期を参考の詩に示せば第3表
の如くである.
第 3表 小麦品種の出穂開花期
品 種 尚徳始 開花始 開花節 品 種 出穂始 開花始 開花鮪
! j‘ 鐙争事 4 -9， 指Y1R1~~ ¥6': 7 5月.11岡 新 中 長 4R.24 H 8且・4 E
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lV. 考 察
• 
麦類赤徽病菌の子嚢殻形成及び成熟時期花関しては著者の1人西門件"が銃rc報告した処で
ある.とれによると， 本病菌仕その系統によって各種の性質rc~子化があって山一向， その子嚢
殻の形成も系統に主つで差があり，叉栄養，光綿，温度，湿度並ひ~I'C.換気の影響を受けるもの
である.之等分化の広(.存在する事から子寮般の豊富花形成ナる系統が各地忙存在する事役疑
いの余地がない.子嚢鼓形成に及ぼす湿度の影響?亡就いてt:!:Bennett<ts)によると，子褒張形
成の第1条件依温度であり，平均昼夜温度の21-22度以上なるを要する.叉第二の条件は湿気
であるとして時々け.飽和湿度を嬰す・ると報告ヒたJ著者仁西門(Aつは子寮積形成の日平均気温
【124，) - 4:ー
は16度以上である事を要ずると報告し，とれを季節的Z見ると年によって差異段あるが3月中
旬頃よ bl月頃までの間陀その形成を見る.
野外に喰積した稲葉I'c:紋，本菌の子獲聖堂が多数形成されている事t.t・9 普遁に観察される処
であり， AtanasoIf(IOiは本菌の純粋培養℃或る種乃細菌乃混入する事がその子獲殻形成の上
に刺戟作用を有すると報告した.との事から自然界に於ては縮藁中にもかかる細菌が存在すペ
く，子褒設形成に作用しているものと思われる.換気散光の存在もその形成に必要である
事実と稲葉の表面及びその近くに豊富に形成されている事とは一致する.かうしで形成された
子嚢設中の子寮胞子が飛散し小受及ひ・大変の赤徴病第1次発生の根源、となo事t:r.想像f'C難く
ない.
著者(西門)は昭和9年に於て子嚢胞子の成熟並びにその飛散に就いで野外観察をLた結果
4月21日に子寮賓の形成を開始し 5月15日にその過半.教の成熟せる子嚢胞子を認めた. 5月24
日にはその殆んど成熟し飛散をLている事を観察L，叉子重要胞子乃採集を野外土佐積藁附近で行
いその子嚢胞子の飛散している事を認めた.
今1952年の胞子採集結果主観ると 4月25日頃より赤徴病菌の子嚢胞子並びに分生胞子の飛散
を始めているが， その飛散数増加の曲線は赤徽病菌陀於てβ.，栗林氏(17)が報告した稲熱病菌
分生加子飛散曲線の如き持拡的規則は見られすなかった.然し本菌1}胞子飛散は降雨時幼或は降
雨後の曇天の日に多かった事から子裏抱子飛設に仕降雨が関与するものと思われ，叉その後の
曇天で高い湿度の場合にも多かった.
子嚢胞子が子嚢毅かち股出する機構K就いてr..t子壊が成熟すればその富島透圧が高まり子要は
緊張吠態になる.子嚢の成熟が完成する頃『亡段、~透価が最高IZ::遣し，その圧力のため花子嚢胞
子が放出されるのである例.赤微病菌の子嚢胞子が子凄から放出される場合もそれが降雨捜は
多湿のために飛散が多く，その放出機構J亡よるものである.之等乃問題は本実験とは別に報告
したい.
本菌の分生胞子も亦飛散している.石井及び小山 (Ir.20)は本菌の分生胞子は降雨以外tま全く
飛散がなく分生胞子の標徴部離股I'C~降雨による水滴が絶対不可依の素因であると報告してい
る.著者の実験によると子嚢胞子飛散之共に分生胞子の飛散も行為われ，特に降雨及び曇天に
多く飛散すみが晴天の日K於ても飛散が行われている.従って石井及び小山の報告t才一分生胞子
が粘着性を持つといふ事からの観念的乃ものと，恩われ・るが，本問題け.更に詳しく検討して見る
必要がある.
子重胞子の成熟飛散の時期は小愛輔の出穂開花期頃に始まり，その後刈取後に於ても永〈継
続するものであるが降雨があって特に多く飛散する時は小麦穂力開花成熟期κ当る.との時刻
け.本病力感染の高い時期でもあり，叉子嚢胞子の発芽に段空中湿度93%以下では発芽したい事
国}から，此持期に降雨或は曇ヲミ多湿ならば胞子が飛散して麦穂に附着し水分を得て発芽侵入
する.
子嚢設を伝染源として自然欣態で小麦農林四号に感染せしめた実験の結果からして小麦の播
種期の早い程本病の発生が大であり (之は今・年の気象条件によったかも知れないが)， 叉接種
源に近い小.安穏が発病率が高〈して北側及び東側が努生が高い結果を得た.との事け.当時の風
向が南風及ひ・西風が多かった需接陸務、より風下に当る小麦穂が極病が高かった.かくて野外堆
積の静藁に形成された子嚢胞子が本病の第1共伝染の主因であると言える.
以上の実験理由から麦類の赤徽病防除?とは先づ最初第1失伝染経路吃就いて知る事であり，
とれに関与する子嚢胞子の飛散歌況に就いて正しく理解し，衰の出穂開花並びに成熟時期を考
- 5ー (125) 
慮して，伝染源である野外堆積の稲麦藁等に形成した子嚢殻の処理をしなくてはならない.叉
それが多く飛散する時期，即ち麦の出穂開花期の降雨のある前後に於て薬剤j防除を戚府する必
要がある.特に大発生の年であるならばそに時期?と必や薬剤撒布を施行したくてはならない.
V. 欄 要
1.麦類赤徴病の第1戎伝染;乞関係乃大きい子嚢胞子の飛散扶況を知る目的の詩に胞子採集
を行った.文子嚢胞子を接種源として自然接種した小麦赤徹病の聞場観察を行った私
2.子嚢胞子飛散は4月25日頃より始まり麦刈取後も永く継続するものであるが，麦類の赤
徴病に最も感染し易い時期，即ち麦の開花期に，降雨のあった場合に飛散が多かった。
3.本菌の分生胞子の飛散に於ても略々子嚢胞子飛散と同巳様な傾向が見られた。
4.此上の如く子褒胞子飛散は麦類赤撒病2コ第1衣伝染を生巴る主因のーであるから，野外
堆積の稲葉に形成された子嚢殻がその主要なる接種j源である.
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